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家 庭 科 授 業 実 践 の 歴 史 的 様 相

一 東京教育大学附属小学校にみる一

Features of Transition on Homemaking Education Class:

At nementaly Schod Attached to To貯 o UniVesity ofEducation

吉 原 崇 恵

Takac YosHIHARA

(昭和63年 10月 11日 受理)

1.は じめに

家庭科の教育課程研究は従来,日標論の設定からはじめ,内容を編成し,授業構想を立てる

という順序で行われることが多かった。そして,家庭科の授業実践は,戦後40年余り,日 々積

み重ねられてきた。これらの授業実践では子供,教材,教師の間の関係をどの様に発展させて

きたのかについて明らかにすることによつて,そ こから逆に目標や,内容の検討にかえしてい

くということが必要だと思われる。このような問題意識のもとで授業実践の歴史的分析を行う

ことについて家庭科においては緒についたばかりだと思われる。とくに,戦後新教育発足時|ム

コア・カリキュラム,広域カリキュラムなどカリキュラム研究が盛んであり,学校による特徴

あるプランが出されていた。戦後初期の家庭科授業実践の研究は, これらの特徴あるカリキュ

ラムの研究として取り組まれることがあり教科カリキュラムとして展開された家庭科の授業実

践の歴史的分析は,ほとんどなされていない (1)。

東京教育大学付属小学校は,1948年 4月 に文部省より実験校として指定され,コ ア・カリキュ

ラムの研究にあたっていた。しかし,1949年に入り,教科カリキュラム,コア・カリキュラム,

広域カリキュラムの3部立ての研究態勢がとられていた。

戦後発足した家庭科が教科として成立するかどうかを問われる中で教科カリキュラムに位置

づく家庭科のあり方を模索した実践として東京教育大学付属小学校機関誌『教育研究』に掲載

された家庭科の授業記録及び論述は,資料的価値があり,整理,検討する意味があると思われ

る。なお本稿では,戦後家庭科の発足と先導的試行,後につづく廃止論に対する独自性探究の

時期を経て,1958年の学習指導要領の告示によって教育制度上は一つの教科として設定される

ことになりその後家庭科研究充実の可能性を見せた1962年までを分析の対象とする。

これらの期間は,家庭科の制度的確立に至るまでの基盤づくりの時期であるといえよう。

2。 目的および方法

本稿の目的は教科カリキュラムとしてなされた東京教育大学付属小学校における家庭科授業

実践を教科観,教材観,授業の基本的要素の三点から分析し,戦後家庭科の発足期から制度的

確立の時期までの様相を明らかにすることである。そのために(1)教科観の変化と時期による特

徴を明らかにし,時期区分をする。9)区分した時期の特徴が教材の条件にどのようにあらわれ

たかを明らかにする。これらをS、まえて博)授業の基本的要素である教師,子ども,教材の関係
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についての考え方の推移を明らかにする。

資料精査の方法は教科観の特徴を基にした時期区分によってその間の比較と系統化を行った。

分析に使用した資料を表1に示す。なお期間中の家庭科担当教師は赤井チサトである。

表 1 使用した記録・論述資料
爾
範

究研育教 』
考備

題表載記

第

Ｉ

期

194a4
1949.6

1949.7

1950.1

1950.4

末庭科の学習計画
家庭科教室の設計
型紙の取扱について
広域カリキュラムー家庭科の学習
家庭科の学習―食事と健康から

教科カリキュラ
ムの研究

1949(昭T124)年 家庭科無
用論がピータに達する
1950(昭和25)年文部省教
育課程審議会に小学校家
庭料の存番を諮閣

第
　
Ⅱ
　
期

６

７

８

９

１０

１１

１２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

・９

”

２‐

1950:11

1951.5

1951.6

1951.8

1951.11

1952.2

1952.5

1952.6

1952.10

1952.12

1953.6

195a6
1953.12

1954.6

1955。 3

1955.5

家庭科はどうなるか

家庭科の学習指導
家庭科の学習指導一資料の求め方,使い方
家庭科学習の態度
家庭科の研究授業
家庭生活指導と家庭科学習
衣生活指導のプロテスト
小学校に於ける家庭生活指導の手引と家庭科の学習指導
家庭科の基礎学力とその定着
布の染色と貼り絵
研究授業「ボタンつけ」
縫い方指導の教材の選び方
家庭科教材としてのハンカチ
家庭科における学習内容の検討
布の性質についての学習指導
住まいの学習指導について

次期の

学習指導要領
作成香 昌

1951(昭和26)年 11月

「小学校における家庭生
活指導のてびき」を発表

1952(昭和27)年小学校家
庭科に対する廃止論続く

1955(昭和 30)年 9月
「小学校における家庭生

活指導の実蜘 11奉寿

第

Ⅲ
期

２２

２３

２４

２５

２６

２７

1955.10

1956。 2

1956.5

1957.7

1957.8

1957.12

調理の実習指導について
二年生の家庭科指導―内容とその配列
改訂された家庭科の学習指導要領と家庭科の学習指導計画
研究授業「はさみ帽子を作りましょう」
夏休みの子供の自由1研究一家庭科
家庭科の食物教材における問題点の中から

字習指導要領の

具体化

1956(昭和31)年 2月学習
指導要領家庭科編発行
1957(昭和32)年 3月小・

中学校「道徳」実施要領
通達。11月 文部省科学技
術振興方策発表。

第

　
Ⅳ
　
期

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

８６

３７

　

３８

３９

４０

劇

lVbじ .Z

1958.5

1958111

1959.1

1959.4

1959.5

1959.10

1959.10

1960.4

1960.8

1961.8

1961.10

1962.1

蓼興馴斗羽【育 と遅郵悪羽願尋

家庭科教育 における最近の問題点

調理実習の指導案 (第六学年 )

研究授業「よい食事」
本校家庭科カリキュラムの構成と検討 (新学習指導要領に準拠)

家庭科における道徳指導
家庭科の教材研究
家庭科教材の問題点
新学習指導要領による家庭科の指導計画
なみ縫いの指導に関する一考察 短針によるなみ縫いと長
針によるなみ縫いの比較
家庭科の研究授業 題材名―食事の工夫
家庭科における実習学習と実験学習の工夫
家庭科における技能の練習
家 庭 科 学 習 にお け る科 学性

昭和33年 4月 ～

昭和35年 3月

文部省実験学校

1958(昭和33)年 8月小・

中学校学習指導要領
道徳編告示
10月 小 。中学校
学習指導要領告示

3。 結果および考察

{1)資料の概要と教科観に基づく時期区分

第 1期は1949年 4月 の資料NQ lか ら1950年 4月 の資料m5までである。資料mlでは「合理

的な楽しい家庭生活をしていくよう」な生活指導を終局の目標とするために「各教科で学んだ

ものを総合活用」するところに家庭科の定義をおいている。1949年は,すでに家庭科無用論が

ピークに達していた。「総合活用」という言葉は他教科との関係と同時に独自性を明示しよう

とするものであった。

第Ⅱ期は1950年 11月 の資料NQ 6か ら1955年 5月 の資料m21まである。1951年 11月 の「家庭生

活指導のてびき」において全学校生活の場で家庭生活指導を行う主旨が出された。そういう中

恵崇原士
ロ
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で,た とえば資料NQ21で は,家庭科は「こうした身の回りの処理や手伝いを中心にしながら」

「すなわち基本的な家庭技術 (2)の練習をしながら」「自然に家族関係を理解し,相愛と協力

とによって幸福な家庭生活を建設しようとする態度を体得させる。」といわれており家庭生活

の建設の能力に関しては,到達目標ではなく,方向目標であり,家庭技術の習得を直接の目標

としているのである。

家庭技術を習得させることについての意義づけは,①子どもの中で家庭生活の理解や態度の

養成に結び付ぐ,②子どものわかり方のために「はじめに説くことはなるべく軽くしてJ「ま

ず仕事について指導する」 (資料m21),③家庭科廃止論に対する独自性の根拠を技能習得に

求めようとする (資料に6),の 3点に整理することが出来る。

1951年9月「家庭生活指導のてびき」が発行されるにいたるほどに,家庭科廃止論が盛んだった

が, これに対して次の点をあげて家庭科の独自性を主張している。それは,イ "家庭生活上の

仕事の必要,口。家庭生活そのものを直接の課題とすること:ハ。こどもの家庭生活や技術に

対する興味の発達;と いう3点である。

「家庭生活指導のてびき」が発行されてからは家庭科の教科としての特質をいっそう F実際

的な技能を指導するための」時間として考えられた (資料m13)。 要するに「家庭科以外の各

教科に吸収されるものは思い切ってなくべく吸収させた方が家庭科の特質もはっきりするし,

指導の効果も上がる」 (資料m21)という筋道であり,他教科で扱わない残りの部分として,

「技能指導」があると考えられたものであろう。

さらに資料m14で生活技能は「使う」を中心にして「作る」「選ぶ」また「手入れする」に

ついて学ぶことを勧めているのである。

そして小学校における生活技能の練習指導が「作る」「修理する」などの作業の中において

最も培われやすいと考えられている。

以上みてきた申で家庭技術,仕事,技術:技能,生活技能という用語は明確な区別がなく,

同義語として用いられていると思われる。そして,以上の教科観に対する当時の他教科教師の

受けとめ方には厳しいものがある。資料No16は,「ボタンつけ」の研究授業の記録であるが事

後の協議会での論点の一つは,日標がはっきりしないということであった。というのは「技術

を通しての家庭生活の理解」を目標にするのか,「技術の習得,向上」をめざすのかいずれか

を明確にせよと迫るものであった。

第Ⅲ期は,1957年 12月 の資料NQ27ま でである。この期の教科観の特徴は第1期の傾向を確実

のものにしたといえるだろう。そのあらわれとして担当教師である赤井は1956年 2月 にだされ

た学習指導要領の改訂にたずさわり,その具体化に活躍をした (3)。

そして,家庭科の教科観は「技能を中心とする教科」である。その技能の規定は「その子供

の家庭生活を推進していくのに役たつ力」であるときれている。その例は,資料m25の 「はさ

み帽子を作りましょう」を教材にした研究授業である。それは,基礎技能だけの練習に偏って

しまいがちな領域の中で,作り上げる喜びを強調することによって練習の意欲を向上させよう

との目的をもっていた。

次期の学習指導要領改訂の準備は政財界によって日本の科学技術教育の振興を要請するとい

う形で進んでいた。それが具体化したのは,1958年 10月 の学習指導要領告示である。

第Ⅳ期間は1958年 2月 の資料Na28か ら1962年 5月 の資料M41までである。この期は,道徳教

育が強調された時期でもある。また資料の中で教科観がさほど展開されていないことも特徴で
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あった。告示という形の学習指導要領によって制度的には確立したからだと思われる。

家庭科では,技能習得や知識の理解にとって実習指導が最も効果的であり,そ こが道徳教育
のよい場であるという。1すなわち,道具や資材の取扱いを「ていねい」,「尊重」,「安全」,

「能率的」にすること, Fあ としまつ」をすること,「友達と協力したり」,「迷惑をかけな
いようにしたり」,「助けたり」することがあげられている (資料m28)。

子供が作った作品は「なるべくすぐ家庭で使うように」指導し,家庭の協力を得ることを計
画している。それは,子どもに家族の役に立ったと自覚させることによって家族に対する愛情
を高めさせようというわけである。このことはまた次のことを示してもいる。すなわち,家庭
の理解 0協力を得ることでしか子どもの生活技能の必要性が自覚させられないほどに薄らいで

きているということであり,技能習得とそれを通しての家族愛を育てる方法が,実をあげにく
くなっていることを示している。

そして研究の関心は,資料血39に なると日常家庭で行われている仕事に対してどのように科
学的な検討をさせるかになり,さ らに資料M41でも家庭科実習における科学的指導の困難点が
整理されて,施設,設備の充実が訴えられているのである。

また,学習指導要領の内容を体系的に整理し,構造をもった系統的指導へと指向きれた時期
でもある。当時の教育思潮は1958年の学習指導要領が「系統学習」の方向をとり赤井は同年12

月に『家庭科の系統的指導』を著している(4)。 ブルーナーの『教育の過程』が出され1963年

頃には議論の焦点になったといわれている。その論点は,学問探究の構造を教科内容の基本と
して教材・教具の開発に向かうのか (構造の教材化),それとも所与の教材を前提として指導
過程の次元で構造化をはかるのか (教材の構造化)と いう現代化の性格づけに関わる対立に

ぁった (5)。 そして1968年からの学習指導要領においては「現代化」が謳われたのである。
このような傾向に対して,「児童の生活と,思考に即した教科指導の体系を模索しようと心

に決めた」教師もいたのであり(6),教科研究は,多方面に盛んになっていったと思われる。

今回対象にした資料を通して, とくに生活技能習得の意義づけの推移に注目しておきたい。
福原美江は1947年版学習指導要領の成立過程について「ドノヴァン,大森の技能教育の内実は,

児童生徒が家族の一員としての責任を果たすために家庭の仕事に関する初歩的,実用的な技能
の習得を意図した」と指摘している(7)。 東京教育大学附属小学校における生活技能の意義づ

けは, ドノヴァン,大森の構想を正確にふまえたものであったということが出来よう。それは,

第Ⅱ期になって,他教科教師から「家庭生活の理解を目標にするのか,技能の習得を目標にす
るのか」と目標のあいまいさを指摘されてる側面を持っていた。その後,技能習得の意義づけ
は子どものわかり方としてまた教科の独自性として追及され,道徳教育さらには科学技術振興
などの時代の要請として次第に変化していった様相をみることが出来た:

以上の家庭科教科観の特徴をふまえ区分した時期の特徴を以下のように表現した。

第I期 家庭生活と子どもの生活から出発した家庭科観 資料Ml-5(1949。 4-1950.4)
第Ⅱ期 家庭科の独自性としての生活技能習得の意義づけ 資料m6-21(1950.H-1955.5)
第Ⅲ期 生活技能習得指導の具体的進展 資料NQ22-27(1955。 10-1957.12)

第Ⅳ期 生活技能習得と道徳教育と学習指導研究の進展 資料m28-41(1958。 2-1962.5)
※なお本項は, 日本教科教育学会誌第13巻 2号に掲載予定の稿において詳しく検討したものを
整理したものである(3)。
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曖)教材条件の推移

表 2-l 主な家庭科教材

期第 期第 期Ⅲ第 期Ⅳ第

裁断教材における型紙

の扱い方

15。「染色」「貼り絵」 :布だけ

を扱う教材であり,布をよ

く利用するために必要な知

識と親しみを持たせるもの

16.「 ボタンつけJ :男女共学

17.縫 い方指導の教材の選び

方 :①指導目標に到達する

ために最も適切なもの ②

子どもの学習の気分によく

合致するもの (必要性を自

覚しやすい品,子ども自身

が使うもの:よい既製品が

ないもの,仕事の段階がは

っきりしているもの等)

③子ども達のその時の気運

(季節,学校行事,遊び,

学習等によってつくられる

もの)

18。 「ハンカチ縫い」 :運針

指導に続く教材 児童の縫

うことへの興味と意欲とを

発展させる。やさしく縫え

て, しかも日常の使用によ

く耐えるものである

20:「 布の性質」 :糸のつむ

ぎ方,織 り方,原料繊維の

性質一染め付きの差,燃焼

実験,虫食いの観察学習,

洗濯実験―

21.住まいの「掃除」につい

ての指導 :① 日常生活指導

の単なるくり返しや上塗り

にならない ②実験実証を

重んじる。

22.調理実習で取り上げる料

理の選定方針 (3回だけ実

施できる場合):①生野菜の

取り扱い ②燃料の取り扱

い,加熱調理 ③味付け,

計量器の使用 の 3点につ

いて基礎的指導に便利なも

の

23.家庭科の学習内容 :家庭

生活の各分野にわたつてお

り,①長期間技能の練習を

系統的に継続しなければな

らないもの ②何回か練習

をくり返すもの ③ある期

間の学習で一応よいもの

25.「 はさみ帽子」 :初めて

針を使い,かつ,運針に入

るまでの前提としての教材

:ね らい①家庭科室,裁縫

用具の使用に慣れる ②お

裁縫って易しい,面白いも

のだという気持ちと ③何

でもどしどし作ってみよう

とする態度を育てる

27.調理技術の指導系統を求

めるために,いろいろな調

理について要素作業を分析

し系統性をまとめた。その

結果,今年度の六年生の調

理実習献立は,①サンドイ

ッチ ②ホットケーキ ③

カレーライス

28。 Fボ タンつけ」 :技能習得

にとどまらず,自分のことは

自分でする,家族はお互いに

協力する,物を大切にする,

といった徳目の指導とも関連

する

31.「 よい食事 (ごはんとみそ

汁)」 :新指導要領に基づく

新しい教材

34.教材の見つけ方 :①子ども

の日常生活にすぐ役立つ ②

知識・技能の学習系統の中か

ら,そ の教材としての指導目

標をしっかり押さえられるも

の 例「ふくろ」

35。 家庭科の製作活動 :必要に

せまられ,製作したいという

切実感のあるもの,家庭でも

すぐできる教材がよい。(「掃

除道具」では高度な技能を要

するもの,調理では簡単なも

のもでてくる)′
38。 「こふきいもとロエ焼きの

調理」       _
39.「洗濯」学習における実験

:布がよごれると吸水性が悪
・くなる一下着がよごれると,

汗をよく吸い取らなくなると

いうことを確かめる実験

40.家庭科の技能 :①充分な反

復練習をしてようやく実生活

に役立つようになるもの ②

要点を押さえた学習と実習を

一,二回すればだいたい実生

活に役立つ線までこぎつける

もの

41.家庭科学習における科学性

:どのような生活技能につい

ても,どうしてその仕事が必

要なのか,なぜそのような方

法でするのか考えながら学ぶ

よう指導する      _

前項では,教科観に基づいて時期区分を行った。ここでは,前項をふまえ具体的な教材の面

から推移を明らかにする。まず主な教材の例を表 2-1に示した。これは資料の中から,i初出

の記述に限って示したものである。表2二 1を考察するにあたって再び全ての資料の記述から,

家庭科教材の条件を抽出し表2-2に列挙した。それに基づいて分布を示したものが表2-3

である。

表 2-3によると抽出した教材の条件のうち, a.子どもの学習心理,b.子どもの興味関

心, c。 子どもの発達段階, d。 子どもが家庭生活の中で必要を感じる,など子どもの能力や

生活の必要に関する条件が第I期,第Ⅱ期,第Ⅲ期に現出頻度が高い。これは,戦後の生活実

態や新教育の子ども重視の教育思潮の中から導かれたことであろう。
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また, e.理論に先走らず,具体的な問題の処理をする, とf.知識や技能の要素と系統,

応用性,易 しく簡単なこと,/Jヽ中学校の一貫性,と は先の d。 の条件とともにほぼ全期間を通

して考えられている条件であり, とくに第Ⅱ期,第Ⅲ期に熱心に追及されていた。「ハンカチ

縫い」 (資料Nα 18と 19)や 「はさみ帽子」 (資料Nα25)の例がある。この条件によって,教科

の内容と子どものわかり方をきり結ぶところに教材を見いだしているものである。

1954年に出された「ハンカチ」の教材は後に強調されたgt h.i。 や j.の条件が考えら

れていた。とくに「道徳」の実施要領が出されるのが1957年であるからその準備過程が背景に

あること,ま た教師が成長過程を経て視野が広範囲に広がったことを示す教材である。 .

次に, g.自分のことは自分で,技術を通しての家庭生活の理解,家族相互の協力や助け合

いができる,と h。 日常の使用に耐え,役に立つもの,実生活に即してまとまりのある知識や

技能,製作したものを使用するために家庭の協力を得る,の条件は,第Ⅱ期,第Ⅲ期,第Ⅳ期

に現出しており,a.か らf。 までの条件よりも後から多く現出したものである。資料m28「ボ

タンつけ」が典型である。とくに, h.家庭の協力を得る, という条件は,前項で述べたよう

に生活実態の変化を意味していると思われる。

以上の条件に加えて, i。 日用品の生産過程,原料の性質を理解できる,と j。 ものを尊重

する態度,道徳的信条,あ としまつが出来る,の条件を持っていたのは「よい食事一ごはんと

みそ汁」 (資料血31)である。

さらに,第Ⅳ期になっての特徴はq.学習指導要領に準拠する,と n.性別を考慮する, と

がある。n.の性別による指導という意味は,新教育発足時の男子に家庭科を指導する際の考

え方と異なってはおらず別学を意味するものではない。しかしこの時点で問題にされたのは19

58年の申学校・技術・家庭科 (男子向き。女子向き)の学習指導要領との関係を見極めようと

するものであろう。また, この時の学習指導要領が「告示」とならたことは,教師にとって準

拠すべき性格となったことを示している。またk.実証性,科学性,科学的知識と技術の一体

化, o.費用,時間とp.施設設備に適応する,の条件は,実験・実習学習の充実を実現しよ

うとする申で出される条件である。とくにk.の条件は「なぜこういう仕事が必要なのだろう」

「どうしたらよいだろう」という子どものわかり方への関心と,当時の教育思潮であった「現

代化」また科学技術教育の振興などの背景をうかがわせるものといえよう。

また, o。 とp.の条件は,教材を展開する際に手段として必要となる条件である。これは,

教具とも連なるものであり,教材と教具の区別および必要性が実践的に明らかになる可能性を

うかがわせている。

以上,教師の求めてきた教材の条件の推移をみると,まずa.b,c.d。 など子どもの能

力や生活の必要に関する条件がありe.f.知識・技能の系統性, g。 家庭生活の理解を導く

条件, h.技能習得の実用性, j。 道徳的心情を導く条件が現れ,その後は1.m.n.q.
など学習指導要領に準拠する条件と, i.k.o.p。 など実証性を重視する条件が現れた。

教材条件の背景には,生活実態の変化,教師自身の成長過程,時代の教育思潮があったといえ

よう。
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表 2-2 家庭科教材の条件

g省雰雰菅2=詈雰で,技術を通しての家巌生活の理解.

般蝙 瀾辮鰍 上藤屁

総}授業の基本的要素の状況

授業はそれを受けるものの内面で文化が正確に受容され,倉1造的に獲得され,新たな自己実

現が用意されることを含んで,授業の意図が結実する。したがって,教えるものと学ぶものと,

これを媒介する教材という3つの基本的要素が,相互に自己の論理を主張しあう関係であると

言われている。

授業の基本的要素間の関係のカテゴリーは次のようにした (9)。

①教師と子ども

②教師と教材

③子どもと教材

④教師と子どもの生活実態

文化・学問

教科内容

教材

子ども

表3 授業の基本的要素の分布

資料N●

何のために

① ② O④
何 を

O② ③ ④ ① ② ③ ④

計

① ② ③ ④
計

● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

計

表2-3 家庭科教材条件の推移
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まず,資料の記述を,家庭科は「なんのために」「なにを」「どのように」教えるのかとい

う視点で整理した。資料の記述は,日標論,内容論,方法論というような明確な設定があって

論じられているのではない。そこで各々の文意から,日標,内容,方法に対応できる部分を Fな

んのために」「なにを」「どのように」教えるのかと表現した。さらに授業の基本的要素間の

どの関係についての記述であるかを分析 した。

今回は,教材の背景にある教科内容および文化・学問についての記述を,教材記述の中に含

めてある。論述の中では,教材と教科内容及び文化・学問が区別されてはいるが,教材に付随

しての記述が多く教科内容や,文化・学問だけについての記述は少ないからである。記述の有

無を一点で表して,結果を表 3に示した。

全体としては,③の子どもと教材についての記述が最も多くほとんど全ての資料において記

されている。そして,「 どのように教えるのか」に関する内容において,①教師と子ども ②

教師と教材 ③子どもと教材の広範にわたって言及される形を多くみることが出来る。

①教師と子どもの関係についての記述

どちらかというと第Ⅱ期の1953年 6月 資料m16までに数多くみることが出来る。

イ。第5学年で自分のことは自分でするという気持ちと習慣を養う (資料ml)。      _
口。子どもたちが,いつも正しい身なりを整えていくようにする (資料NQ12)。

ハ.習得した技能を子どもらが,家族関係を好ましい状態に維持 :発展させる (資料m28)。

これらイ。口.ハ.は,「なんのために教えるのか」に関わって教師が願う子ども像である。

二。「模倣は創造への二過程として行われるとき,よい効果がある」 (資料NQ■ )。

ホ。子どもたちの家庭生活の実際を,な るべく綿密に観察批判しながら子どもたちの生活の中

でこんなところが悪いから子どもたち自身の力でこんな風に改められるよう (資料m13)。

へ。ボタンの働きを理解し,正 しくはめていようとする態度,ボタンつけの作業に対する関心

と興味を育てる (資料m16)。

これら二.ホ.へ.の表していることは,教師が子どもにつけたい力や教育内容,文化・学

問について言及する時,教材と子どもの関わりを見とうしてい̀る こと,子どもの背景にある生

活実態を視野に入れていることである。すなわち,①教師と子どもの関係にとって教材や子ど

もの生活実態は媒介関係にあるといえよう。ここでは教師からの子どもへの働きかけしか読み

取ることはできず,子どもからの働きかけについての記述は,みることができなかった。

②教師と教材の関係についての記述

この記述は全体として①や③に比べて少ない。

たとえば,第Ⅱ期の資料NQ20の教材「布の性質」は,次の理論的作業によって設定され実践

されたものである。

被服に関する内容領域→小学校における衣生活指導の中心は,被服の用い方と計画管理,被
服の手入れのうち, きわめて日常的なことがら→秋から冬にかけて指導する必要→教材は,布
あつめ,布の織り方,布の染め方,布につく虫,洗濯, 日常的な被服の手入れ,と いう順序に

なっている。すなわち「なにを教えるか」→「どのように教えるか」→教材の開発,の順序で

ある。これに対して第Ⅲ期の資料NQ22で は「どのように教えるか」から出発して教材を見いだ

している6

すなわち,秋は調理実習に都合がよい季節→全ての食品をわずかな時間内に取り扱うことは

到底できない→一部を扱うことによってその学習効果をなるべく広く及ぼすように工夫しなけ

恵
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ればならないうどんな料理を学習材料に選ぶのがよいか→野菜の扱い,加熱の基礎,味付けの

基礎指導に便利なもの→サンドイッチ,日玉焼, シチュウの教材選定,と いう順序である。

第Ⅳ期には,②の関係についての記述が最も少なくなっている。教科観の項でみた制度的確

立期の中で教材研究の傾向が変化したものと思われる。資料m25には,教師の教材研究の方法

として「一つは,決められている指導内容の指導目標に到達するための教材を見つける方法,

二つ目は,取り上げた教材を有効に展開する方法」があると述べている。

以上,教師が教材の開発や選定を行うにあたって文化・学問や教科内容を背景にしているこ

と,ま た,子どもの学習効果を視野にいれることは必須であることがわかる。すなわち②の教

師と教材の関係にとって子どもは媒介関係にあるといえよう。

③子どもと教材の関係についての記述

これはどの時期もほとんどの資料において記述されているのが特徴であるが,と くに子ども

が教材と向き合ったときの学習心理についての記述が多い。

第 I期では,裁断や栄養指導にあたつて子どもに「失敗して布を裁つのは恐ろしい」 (資料

m3)とか,「栄養とはたいそうややこしく日常それに注意するなどというめんどうはとても

やりきれない」 (資料m5)な どの気持ちにさせない配慮が必要だと考えている。さらに,教

科カリキュラムに対して,広域カリキュラムは子どもにとってあらかじめ必要な準備練習が間

に合わず,あせらせたり,おっくうな気持ちにさせることがあると考えている (資料NQ 4)。

第Ⅱ期では,技能習得のごく初期においては,一つのものをこしらえあげる楽しみを仕組む

必要があるとして (資料m14),「ハンカチ」はよい材料であるという (資料L18)。 また,

「子どもは,掃除はこうした方がよいのだという話を聞いただけでは満足しない。こうすれば

どれほど良いのだという証拠をみたいので,実験実証を重んじる指導を考えたいとしている

(資料m21)。   F
第Ⅲ期の代表的な教材は,資料NQ25の 「はさみ帽子」である。ここでは「身近に役立つもの

を縫い合わせることによって,裁縫は誰にでもできるという自信や興味を盛り上がらせたい」

としている。

また,資料NQ23で は「ある期間に学習すればよいものと, 5, 6年の二か年間に何回か練習

を繰り返す必要のあるものとがあり,針の使い方の練習指導は, 5年のはじめにある程度まと

めて行って自信を早くつければ,後は間をおきながらでもよい」と述べ,子どもの能力と教材

の関係に注目している。

第Ⅳ期は教科観で特徴的であったところの道徳教育の課題と関わって「糸を無駄にしないよ

う」というのではなく「糸を無駄にしない機能」を学ばせるという (資料L28)。 そして,教

材「洗濯の必要性」を学ぶに際して,「なぜ」「どうして」という子どもの考えにそって「吸

水性の実験」 F洗濯に適した水」などの教材の展開が工夫された。

道徳教育が強調される状況の中で,教科教育としての文化に対応するという独自性を堅持し

ている点は注目に値するし,その姿勢は子どもと教材とが向き合う場面でうみだされている。

他方「科学性」をもたせようとした研究は,所与の教材を前提として指導過程の次元でなさ

れているものといえよう。

以上,子どもと教材の関係についての記述は,子どもと教材が向き合った時に,子どもが教

材から受ける働きと,それをのりこえて子どもが教材に働きかける動きの両面があることを示

している。その関係を把握する教師は, ここでは媒介関係にある。そして,教師は,子どもと
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教材の関係を追及する中から教育の目標や教科内容の研究に返していく道があることを示して

いるといえよう。この点が, さらに深められたかかどうかについては今回分析 した時期以降を

追ってみなければならない。

④子どもと生活実態についての記述

「なんのために教えるか」に関連して「希望をもたせ地方の生活水準を向上させるための」

学習指導の計画にあたって「子どもの家庭生活の態度,家庭の仕事に対する子どもの能力,家
庭から家庭科の時間に学習させてほしいこと,将来の生活に対する希望的状態」などの資料を

求める必要を述べている (資料聰8)。 第Ⅱ期の資料NQ19で は,「年長者や先輩が, これまで

行ってきた技術をそのままなんの考察もなく模倣的に学びとるような学習態度は最もいましめ

なければならない。生活上の問題を発見或は理解して,自己の技能を役立てて実行する」こと

を家庭科特設の根拠にもあげている。第Ⅳ期の資料臨31,37,39で は「あたえられた食事や自

分の好みにあったものを,何となく食べていたり,頼まれた仕事をただおしえられたとうりに

習い行っていて,知識と実際の食事が直結していない」「手縫いから機械化へ,科学技術の進

歩はそれ以上である。どの限度までの指導をねらうのか」「なぜかということは気にしないで

とにかく家の人のいうとうりに実践するような習慣」を問題にしている。これら́は,子どもの

生活実態を①や③の関係との媒体としてとらえていると読むことが出来る。

以上,授業の基本的要素間の状況をみると,一貫 して子どもと教材の関係についての記述が

多い。第Ⅳ期にはいると相対的に①②④ともに関心が少なくなり学習指導要領の教材が前提に

されていた。しかし,授業の基本的要素が追及される中で,部分的には教育目標や,教科内容

の改善がなされる傾向を示していた。

4。 まとめ
,

(1)今回対象とした資料および期間において担当者は1958年の学習指導要領告示で制度的確立

をうるまで,家庭科の独自性を模索してきたといえる。

授業実践では「技能習得」の意義は1947年版学習指導要領作成者の意図を正確にふまえたも

のであり,その後多様な意義を持たせてあった。それらは生活の必要や,子どものわかり方に

対応 し,独自性論議の申では「使う」技能に重点がおかれていったことがわかった。しかし,

それも1959年の資料では家庭の協力がなければ実をあげにくくなっていく生活の変化を示して

いた。加えて道徳教育や科学技術教育の振興の時代に対応していった。

9)教材の条件は,当初子どもの能力や生活の実態を重視することから出発していたがその後,

時を経るにつれて,系統性,実用性,道徳性,実証性と順に推移していった。教師の視野の広

がりや,時代の教育思潮の背景をうかがうことができた。

6)授業の基本的要素をみると常に子どもと教材の関係を最も数多 く研究してあることがわ

かった。教師と教科内容・学問文化や教材とのかかわり方をみても子どもが媒介にならないと

いうことはありえなかった。制度上の確立とともに教材そのものは,所与のものとなり,指導

過程の次元で工夫研究がすすんだ。
・
すなわち実証性や科学性の研究が,教科の目標や教科内容

・学問文化などから発想されたというよりも指導過程の中でなされたということが出来る。 し

かし,そ こから逆に教科の目標や教科内容の検討に帰っていく可能性を持っていた。そのこと

がどう実現し深化していったかについては,今後追究していきたい。
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